
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ＳＤＧｓに関するアンケート調査結果 

（インターネットアンケート） 

 

江 戸 川 区 
 



１ 調査の目的 

  この調査は、区民のＳＤＧｓに関する理解や取り組み状況等を把握することを目的として実施

した。今回得られた結果を基礎資料の一つとし、ＳＤＧｓの認知度向上や共生社会の実現に向け

た施策を展開していく。 

 

２ 調査期間 

令和 5 年 3 月 1日（水）から令和 5 年 3月 14 日（火）まで 

 

３ 調査方法 

区公式ホームページのメールフォームを活用したインターネットアンケート 

 

４ 回答者 

56 人（アンケートページにアクセスし、メールフォームから回答した区民） 

 

５ 調査内容 

（１）ＳＤＧｓの認知度           

（２）「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」の認知度 

（３）「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」の行動例のうち、取り組んでいる行動 

（４）ＳＤＧｓに対する意識・行動の変化 

（５）さらに多くの方にＳＤＧｓに取り組んでいただくために、区がすべき工夫 

（６）「ＳＤＧｓに関するアンケート」の実施頻度 

 

６ 調査結果（概要） 

（１）ＳＤＧｓの認知度 

・全体では 52 人（93％）が知っており、全く知らない人はいなかった。 

 

（２）「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」の認知度 

・全体で 18 人（32％）が 10 の行動すべてを知っており、何らかの取り組みを実施していた。 

・46 人（82％）が 10の行動のうちいずれか 1つ以上の内容まで知っており、5 人（9％）が 

全く知らなかった。 

・44 人（78％）が 10の行動のうちいずれか 1つ以上に取り組んでおり、12 人（22％）がまだ 

取り組んでいなかった。 

 

（３）「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」の行動例のうち、取り組んでいる行動 

・行動５「キャッシュレス決済などの技術を積極的に利用する」が最も多く、次いで 

行動２「定期的に健康診断を受診し、健康の維持を心がける」及び 

行動９「裏紙を活用する、詰め替えできる製品を選ぶ」が多かった。 

・ＳＤＧｓを「聞いたことはあるが内容は知らない」と回答した人（4人）のうち、全員が日常

の中で「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」のいずれか 1 つ以上の行動に取り組んでいた。 

 

 



・「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」に「まだ取り組めていない」または「内容までは知らない」、 

「全く知らない」と回答した人（計 12 人）のうち、10 人（83.3％）が日常の中で 

「ＳＤＧｓえどがわ 10の行動」のいずれか 1つ以上の行動に取り組んでいた。 

 

（４）ＳＤＧｓに対する意識・行動の変化 

 ・20 人（36％）が「日常的」または「時々ＳＤＧｓを意識して行動する」ようになり、「行動に

移せているかは分からないが、何となくＳＤＧｓを意識するようになった」人を含めると 32

人（57％）に意識の変容が見られた。 

 ・「行動に移せているかは分からないが、何となくＳＤＧｓを意識するようになった」または「全

くＳＤＧｓを意識・行動していない、または知らなかった」と回答した人（計 16 人）のうち、

14 人（87.5％）が日常の中で「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」のいずれか 1つ以上の行動に取

り組んでいた。 

 

（５）さらに多くの方にＳＤＧｓに取り組んでいただくため、区がすべき工夫 

 ・「企業や民間団体と連携した取り組みを増やす」が最も多く、次いで「体験型のイベントを増

やす」が多かった。 

 

（６）「ＳＤＧｓに関するアンケート」の実施頻度 

 ・年 3 回の実施に対して「適正」と回答した人が最も多く（35 人･63％）、次いで「多い（1,2 回

で良い）」と回答した人が多かった（13人･23％）。 

 

 

 

ＳＤＧｓに関するアンケート調査結果【詳細】 

 

１．回答者の属性 

（１） 年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19歳以下
2人(3%)

20～29歳
10人

(18%)

30～39歳
11人

(20%)
40～49歳

18人
(32%)

50～59歳
6人(11%)

60～69歳
5人(9%)

70歳以上
4人(7%)



（２）職業 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自営業者
2人(3%)

勤め（フルタイム）
41人(73%)

勤め（パートタイム）
6人(11%)

学生
1人(2%)

無職
6人(11%)

小松川地区
3人(5%) 小岩地区

2人(4%)

中央地区
16人(29%)

葛西地区
21人(37%)

東部地区
10人

(18%)

鹿骨地区
4人(7%)



２．調査結果 

 （１）ＳＤＧｓを知っていますか。 

・全体では 52 人（93％）が知っており、全く知らない人はいなかった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている
52人(93%)

聞いたことはあるが
内容は知らない

4人(7%)

全く知らない
（今回の調査で初めて知った）

0人(0%)

【全体】

n=56 

2人(100％)

9人(90％)

10人(91％)

18人(100％)

5人(83％)

5人(100％)

3人(75％)

1人(10％)

1人(9％)

1人(17％)

1人(25％)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下(2人)

20～29歳(10人)

30～39歳(11人)

40～49歳(18人)

50～59歳(6人)

60～69歳(5人)

70歳以上(4人)

【年代別】

知っている 聞いたことはあるが内容は知らない 全く知らない（今回の調査で初めて知った）



 （２）「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」を知っていますか。 

・全体で 18 人（32％）が 10 の行動すべてを知っており、何らかの取り組みを実施していた。 

・46 人（82％）が 10の行動のうちいずれか 1つ以上の内容まで知っており、5 人（9％）が 

全く知らなかった。 

・44 人（78％）が 10の行動のうちいずれか 1つ以上に取り組んでおり、12 人（22％）がまだ 

取り組んでいなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10個全ての
内容を知っており、

取り組んでいる
ものがある

18人(32%)

いくつか内容を知っており、
取り組んでいるものがある

26人(46%)

いくつか内容まで知っているが、
まだ取り組めていない

2人(4%)

「SDGsえどがわ10の行動」
という名前は知っているが、

内容までは知らない
5人(9%)

全く知らない
（今回の調査で初めて知った）

5人(9%)

【全体】

n=56 

5人(50％)

1人(9％)

8人(44％)

1人(17％)

2人(40％)

1人(25％)

2人(100％)

4人(40％)

5人(45％)

5人(28％)

4人(67％)

3人(60％)

1人(17％)

1人(6％)

2人(18％)

3人(17％)

1人(10％)

3人(27％)

1人(6％)

3人(75％)
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19歳以下(2人)

20～29歳(10人)

30～39歳(11人)

40～49歳(18人)

50～59歳(6人)

60～69歳(5人)

70歳以上(4人)

【年代別】

10個全ての内容を知っており、取り組んでいるものがある

いくつか内容を知っており、取り組んでいるものがある

いくつか内容まで知っているが、まだ取り組めていない

「SDGsえどがわ10の行動」という名前は知っているが、内容までは知らない

全く知らない（今回の調査で初めて知った）



 （３）「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」の行動例で取り組んでいるものはありますか。 

（複数回答可） 

・行動５「キャッシュレス決済などの技術を積極的に利用する」が最も多く、次いで 

行動２「定期的に健康診断を受診し、健康の維持を心がける」及び 

行動９「裏紙を活用する、詰め替えできる製品を選ぶ」が多かった。 
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 （４）今年度、ご自身のＳＤＧｓに対する意識･行動に変化はありましたか。 

 ・20 人（36％）が「日常的」または「時々ＳＤＧｓを意識して行動する」ようになり、「行動に

移せているかは分からないが、何となくＳＤＧｓを意識するようになった」人を含めると 32

人（57％）に意識の変容が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すでに日常的に
SDGsを意識し
て行動していた
20人(36%)

日常的にSDGsを意識して行動
するようになった 11人(20%)

時々SDGsを意識して
行動するようになった

9人(16%)

行動に移せているかは分からないが、
何となくSDGsを意識するようになった

12人(21%)

全くSDGsを意識･行動していない、
または知らなかった 4人(7%)

【全体】

1人(50%)

3人(30%)

4人(36%)

4人(22%)

2人(33%)

4人(80%)

2人(50%)

4人(40%)

2人(18%)

3人(17%)

1人(17%)

1人(25%)

1人(50%)

1人(10%)

1人(9%)

3人(17%)

1人(17%)

1人(20%)

1人(25%)

2人(20%)

4人(36%)

5人(28%)

1人(17%)

3人(17%)

1人(17%)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

19歳以下(2人)

20～29歳(10人)

30～39歳(11人)

40～49歳(18人)

50～59歳(6人)

60～69歳(5人)

70歳以上(4人)

【年代別】

すでに日常的にSDGsを意識して行動していた

日常的にSDGsを意識して行動するようになった

時々SDGsを意識して行動するようになった

行動に移せているかは分からないが、何となくSDGsを意識するようになった

全くSDGsを意識・行動していない、または知らなかった

n=56 

◆具体的な内容（回答の一部抜粋） 

使用済み封筒を雑紙として利用する、自由研究でＳＤＧｓを調べる、 

賞味期限間近の商品･環境に配慮した製品を購入する、家族全体で家事を分担する 等 



 （５）来年度、さらに多くの方にＳＤＧｓに取り組んでいただくために、区はどのような工夫を

すべきだと思いますか。（複数回答可） 

 ・「企業や民間団体と連携した取り組みを増やす」が最も多く、次いで「体験型のイベントを増

やす」が多かった。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「その他」の内訳及び具体的なご意見（回答の一部抜粋） 

 ・ＳＤＧｓカードゲームのイベントを開催する 

 ・ＳＤＧｓの取り組みを実践したらポイントを貰えるシステムを作る 等 
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 （６）「ＳＤＧｓに関するアンケート」の実施頻度は適正だと思いますか。 

 ・年 3 回の実施に対して「適正」と回答した人が最も多く（35 人･63％）、次いで「多い    

（1,2 回で良い）」と回答した人が多かった（13 人･23％）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ＳＤＧｓを「聞いたことはあるが内容は知らない」と回答した人（4人）のうち、全員が日常

の中で「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」のいずれか 1 つ以上の行動に取り組んでいた。 

 

◇「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」に「まだ取り組めていない」または「内容までは知らない」、 

「全く知らない」と回答した人（計 12 人）のうち、10 人（83.3％）が日常の中で 

「ＳＤＧｓえどがわ 10の行動」のいずれか 1つ以上の行動に取り組んでいた。 

   

◇今年度のご自身の意識･行動変容について、「行動に移せているかは分からないが、何となくＳ

ＤＧｓを意識するようになった」または「全くＳＤＧｓを意識・行動していない、または知ら

なかった」と回答した人（計 16人）のうち、14人（87.5％）が日常の中で「ＳＤＧｓえどが

わ 10 の行動」のいずれか 1 つ以上の行動に取り組んでいた。 

 

 

 

 

少ない
（4回以上必要）

3人(5%)

適正
35人(63%)

多い（1,2回で良い）
13人(23%)

必要ない
4人(7%)

記入なし
1人(2%)

 n=56 

◆アンケートに対する具体的なご意見（回答の一部抜粋） 

 ・ＳＮＳを使えない人々を交えて紙ベースで調査をした方が良い 

 ・一人ひとりが抱える悩みや意見を収集した方が良い      等 



 

 

◆「ＳＤＧｓえどがわ 10 の行動」の認知度（上図①）及び行動を実践している人の割合（上図

①+②）は、これまでの調査結果と比較して上昇しており、「ＳＤＧｓえどがわ 10の行動」が

浸透し、行動の実践に結びついていることがうかがえる。 

 

  ◆これまでの調査結果 

   令和 4 年 9 月  

   令和 4 年 12 月   

 

 

 ⇒普段の何気ない行動がＳＤＧｓにつながっていることを、広報やＳＮＳ、イベントなどで周知

し理解を深めていただき、「自分もＳＤＧｓに貢献している」と実感し、継続していただくこと

で、より一層のＳＤＧｓへの取り組み活性化が期待できる。 

 

 

 

【問い合わせ先】                

江戸川区 ＳＤＧｓ推進センター        

０３－５６７６－７８８５           

10の行動を1つ以上知っており、
取り組んでいるものがある

44人(78%)

10の行動をあまり知らない、または
全く知らないが、実は行動例に取り

組んでいるものがある
10人(18%)

10の行動をあまり知らず、行動
例に取り組んでいるものがない

2人(4%)

【10の行動の認知率と行動の関係】

 n=56 

①
②

①：50％ ①+②：91％ 

①：77％ ①+②：95％ 


